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1 ．はじめに
今日，様々な分野でグローバル化が急速に進行する
中，大学教育が担う役割はかつてないほど重要性を増
し，その使命は大きくなるばかりである．とりわけ総
合研究大学である本学においては，地球規模の様々な
課題に積極的に挑戦しながら，グローバル社会を牽引
していく「グローバル人材」の育成が急務となってい
る．また，社会の激しい変化にも対応し得る知の基盤
を与える教養の重要性が再認識され，柔軟な思考力や
国際的視野，幅広い知識などの育成も非常に重要視さ
れるようになってきている．
このように大学教育の役割・使命が大きくなる中，
主に学部一・二年次学生への指導を担うことになる教
養教育においては，「高度な専門教育への橋渡し役」
として，専門教育に対応し得る確かな基礎学力を養成
するという重要な役割を担っているのは言うまでもな
い．それに加えて，学生が高年次における研究活動に
よりスムーズに着手できるようにするためには，アカ
デミック・スキルや論理的思考力といった研究力の養
成にも積極的に携わっていかなければならない．
したがって，全学共通英語科目を担当するにあたっ
ては，これらの大学に課された使命と教養教育が担う
役割を十分に理解した上で臨む必要がある．そして，
グローバル社会に対応し得る実践的な英語運用能力や
研究力，国際的視野や幅広い教養など，様々な能力を
総合的かつ効率的に養成していかなければならない．
しかしながら，今日，大学の英語教育を取り巻く環
境は極めて厳しい．学生の英語科目を履修する時間数
が非常に限られている上に，非常勤講師やTAを雇用
するための人件費予算なども削減される方向にある．
また，近年，学生の学習に対するモチベーションの低
下といった問題もしばしば指摘されてきている．
このような背景の下，学生の実践的英語運用能力を
可能な限り効率的に発展させていくためには，学生自
身のモチベーションを高め，積極的な学習を促すこと
が何よりも重要になってくると考えられる．そこで筆
者は，授業の性質上，訳読中心で，一方的に知識を教
授するスタイルになりがちである英語リーディング科
目を取り上げ，自身の授業を改善することを試みた．
具体的には，本学において多くの学生が大学院に進学
しているという事情に鑑み（cf. 東北大学概要2018），
学生が今後行うことになるであろう研究活動を十分に
意識付けることで，英語学習に対するモチベーション
を高めることを図った．そして，英文解釈に留まらず，
アブストラクトやエッセイの作成，さらには，関心の
あるトピックについてグループごとにディスカッショ
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グローバル化が急速に進行している現在，「グローバル人材」の育成は，本学を含む総合研究大学にとって非常に
重要な使命の一つであり，大学における英語教育には，グローバル社会に対応し得る実践的な英語運用能力の養成が
強く求められている．しかしながら，学生の履修時間数は限られ，人件費予算も削減される方向にあるなど，今日の
英語教育を取り巻く環境は極めて厳しい．このような状況の中で，学生の実践的英語運用能力をできる限り効率的に
発展させていくためには，学生自身のモチベーションを高め，積極的な学習を促すことが何よりも重要であると考え
られる．本稿では，英語リーディング授業改善の一環として，従来型のリーディング授業からの脱却を図り，英語力
と併せて，アカデミック・スキルや論理的思考力といった研究力の養成も視野に入れた総合科目へ転換することを目
指した取り組みについて，その成果と実践の一部を報告する．
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ンをさせ，最終的にプレゼンテーションを行わせると
いった，実際の研究現場で想定される活動とできる限
り関連付けた授業を展開した．
本稿では，東北大学高度教養教育・学生支援機構に
おける平成29年度「教育開発推進経費」の助成を受け
て実施した自身の授業改善に向けた取り組みについ
て，その成果と実践の一部を報告する．
2 ．全学共通英語科目で養成するべき能力
英語教育は一般に，その目的に応じて，以下のよう
に分類される．
この分類法に基づくと，大学における英語教育では，
中高を通して学んできた「一般目的の英語（English 
for General Purposes: EGP）」を土台とした，「特定目
的の英語（English for Specific Purposes: ESP）」を実
施することになると考えられる．また，ESPはさらに，
ビジネス英語などの「職業目的の英語（English  for 
Occupational Purposes: EOP）」と「学術目的の英語
（English for Academic Purposes: EAP）」に分類され
るが，世界最高水準の研究を推進し，世界をリードす
る人材を輩出することを目指すという本学の理念，さ
らには高度な専門教育への橋渡し役という教養教育の
役割を考慮すると，本学の全学共通英語科目において
は，EAPの中でも，とりわけ「一般学術目的の英語
（English  for General Academic Purposes: EGAP）」
に重点を置いた授業を展開することになるであろう．
そして，各学部等で専門英語科目として提供される「特
定学術目的の英語（English  for Specific Academic 
Purposes: ESAP）」との有機的な連携を図りながら，
学問分野を問わず必要となる学術英語の基礎を養成し
ていかなければならないと考えられる（cf. 田地野・
水光（2005））．
では，その全学共通英語科目を通して養成するべき
能力とは，どのようなものであるのだろうか．本節で
は，グローバル人材の育成および研究力の養成という
観点から，具体的に考察したい．
2.1　グローバル人材の定義とその要件
1990年代以降に世界規模の経済活動を指す日本語と
して定着した「グローバリゼーション」に対して，「グ
ローバル人材」という言葉の登場は比較的新しく，様々
な分野で活発に論じられるようになったのは2010年代
に入ってからのことであるとされる（cf. 吉田（2014））．
その人物像をめぐっては，平成25年 6 月14日に閣議
決定された第2期「教育振興基本計画」において，「日
本人としてのアイデンティティーや日本の文化に対す
る深い理解を前提として，豊かな語学力・コミュニケー
ション能力，主体性・積極性，異文化理解の精神等を
身に付けて様々な分野で活躍できる（文部科学省
（2013））」人材として定義されている（cf.  総務省
（2017））．
そして，グローバル人材に求められる要件について
も，平成23年から24年にかけて設置された「グローバ
ル人材育成推進会議」の審議をまとめた「グローバル
人材育成戦略（平成24年 6 月 4 日）」の中で，グロー
バル人材の概念を以下の三要素に整理し，グローバル
に活躍するためには，それらを兼ね備えていなければ
ならないとしている．
・要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力
・要素Ⅱ：主体性・積極性，チャレンジ精神，協調
性・柔軟性，責任感・使命感
・要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としてのア
イデンティティー
また，グローバル人材に限らず，これからの社会の
中核を支える人材に共通して求められる資質として，
幅広い教養と深い専門性，課題発見・解決能力，チー
ムワークと異質な者の集団をまとめるリーダーシッ
プ，公共性・倫理観，メディア・リテラシーといった
図１．英語教育の目的別の分類
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り関連付けた授業を展開した． 
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能力についても言及されている．
これらの政府関係会議の資料から読み取れることと
して，全学共通英語科目におけるグローバル人材の育
成を考えた場合，上の要素Ⅰと要素Ⅱで言及されてい
るような，主体的に物事を考え，多様なバックグラウ
ンドを持つ相手に自身の考えを分かりやすく伝えると
いう主体的・積極的な姿勢と，それを支える語学力・
コミュニケーション能力の養成が第一の目的になると
いうことには異論がないであろう．また，それに加え
て，異なる言語，文化，価値を乗り越えて関係を構築
するための協調性や柔軟性，日本人としてのアイデン
ティティー，広い視野に立って培われる教養などにつ
いても，総合的に養成していく必要性があると考えら
れる．
2.2　論理的思考力の重要性
2.1では，グローバル社会で求められる人物像とそ
れに向けて養成するべき能力について確認した．グ
ローバル人材の育成については，本学においても，
2014年に里見進前総長によって掲げられた「里見ビ
ジョン」の中で論じられている．それによれば，ビジョ
ン実現に向けた重点戦略の一つとして「グローバル
リーダーを育成するための教養教育の充実を核とする
教育改革」が提案されているが，教養教育の在り方に
ついて，以下のような記述がある．
　
 「現代社会の課題に挑戦するグローバルリーダー育
成の基盤となる学部初年次から大学院にわたる高度
教養教育を展開します．論理的思考力・表現力と主
体的な学びの姿勢を基本とし，文化，社会，自然な
どに対する知識と理解を踏まえた上での鳥瞰力，コ
ミュニケーション能力，問題発見・解決能力を養う
とともに，日本文化及び異文化を理解し，尊重する
国際的視野を育みます．」
 （東北大学総長室（2014: 7）; 下線は筆者による）
　
ここで述べられているグローバル人材の育成に向け
て教養教育において養成するべき能力は，2.1で見た
政府関係会議の資料でまとめられていたものとおおよ
そ一致しているが，本稿では下線で表示している「論
理的思考力」に注目したい．
論理的思考力とは，物事を筋道立てて考え，妥当性・
説得力のある考えを導くことができる能力を指す．平
成20年の中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に
向けて」によれば，近年，表現力や主体性とともに，
大学入学者の多くでこの思考力の低下が見られるとい
う．そして，大学卒業までに最低限身につけなければ
ならない能力とされる，いわゆる「学士力」に関する
議論の中で，それを養成することの重要性が論じられ
ている．
先に確認したように，本学では世界最高水準の研究
を推進し，世界をリードする人材を輩出するというこ
とを理念として掲げている．また，多くの学生が大学
院に進学しているという現状がある（cf. 東北大学概
要2018）．これらを考慮すると，近い将来に研究活動
を遂行することになる本学の学生にとって，課題解決
に向けて順序立てて考えるという論理的思考力は，学
問分野を問わず，修得することが必須であると言って
もいいであろう．そして，この思考力は，読解力とと
もに，現代英語で書かれた良書を語法・文法の形式面
および内容面に十分注意を払いながら丹念に読み込む
ことで養われることになる（cf. 島田（2014））．
したがって，英語科目，とりわけリーディング科目
において研究力の養成を視野に入れた場合には，この
あらゆる学問の基礎となる論理的思考力の養成が非常
に重要であると考えられる．
3 ．英語リーディング授業での実践
ここまで本稿では，全学共通英語科目において養成
するべき能力について，グローバル人材の育成と研究
力養成の観点から検討を加えた．具体的には，グロー
バル社会に対応し得る実践的な英語運用能力の養成に
留まらず，自身の考えを相手に伝えるといった主体性・
積極性や，仲間と物事を進めていく協調性・柔軟性，
さらには国際的視野や幅広い教養など，英語力以外の
能力についても，総合的かつ効率的に養成していくこ
とが重要であるということを確認した．この知見を基
に，筆者は今年度，自身が担当する授業のプラン設計
を見直し，授業を改善することを試みた．
本学では現在，全学共通英語科目（必修）として，
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一年次学生対象の「英語A・B」と二年次学生対象の「英
語C」が開講されている．そして，一年次学生は「英
語A・B」を各セメスターに一つずつ，合計四科目を，
二年次学生は「英語C」を二科目受講することとなっ
ている．
表２．本学の全学共通英語科目（必修）
一年次学生 二年次学生
英語A1・英語A2
総合演習（読解） 英語C1・英語C2
総合演習（コミュニケー
ション）
英語B1・英語B2
総合演習（コミュニケー
ション）
また，授業内容については，英語Bと英語Cが英語
総合演習（コミュニケーション）科目として，いわゆ
る「四技能」を総合的に高めることを目標としている
のに対して，英語Aは「英語総合演習（読解）」と題し，
学術研究や国際社会の様々な領域で必要とされる英語
読解力の養成を目的とした授業カリキュラムとなって
いる．
今回の授業改善では，これらの授業科目の中で，英
語A1（第一セメスター用履修科目）を改善対象とし
て取り上げることとした．その理由としては，読解と
いう授業の性質上，訳読中心で，一方的に知識を教授
するスタイルになりがちであるということが第一に挙
げられる．また，筆者がこの事業に応募するにあたり
実施した学生へのアンケート調査においても，とりわ
け現行のリーディング授業に対する学生のモチベー
ションの低さや不満などが明らかになっている．
そこで，本事業では，先に確認した大学に課された
使命と教養教育が担う役割を十分に考慮した上で，訳
読中心の従来型のリーディング授業からの脱却を図っ
た．そして，実践的な英語運用能力と併せて，アカデ
ミック・スキルや論理的思考力といった研究力の養成
なども視野に入れた総合科目へ転換することを目指し
た．
以下では，その新しい授業プランの下で実践した，
今年度春セメスターに開講された自身の授業について
報告したい．
3.1　新授業プランの概要
今回の授業改善に向けた取り組みでは，英語A1の
授業概要について，従来の授業カリキュラムの理念を
踏襲しつつ，アカデミック・スキルや論理的思考力と
いった研究力の養成をより明確になるように修正する
ことを試みた．以下は，授業シラバスに記載した【授
業の目的と概要】の文言である．
　
【授業の目的と概要】
英語による理解と発信が十分に可能となるための正
確かつスピーディーな英文読解力とそれを支える語彙
力を身につける．具体的には，様々なトピックついて
書かれたアカデミックな英文や海外メディアの英文記
事を教材にし，高度な専門教育に対応し得る読解力に
加え，自分の考え・意見を発信するための表現力等を
総合的に強化する．また，グループディスカッション
や英語エッセイの作成等を通して，研究活動を遂行す
る際に必要不可欠であるアカデミック・スキルやあら
ゆる学問の基盤となる論理的思考力を養成することも
試みる．  （下線部は共通文言部分）
　
また，授業内容についても，以下にまとめられてい
るように，できる限り実際の研究現場で想定される活
動と関連付けたものを取り入れた授業展開を意識し
た．具体的には，初回授業において，グローバル人材
の育成という総合研究大学の使命や研究を遂行する上
での英語の重要性に触れながら，大学で英語を学ぶ意
義などについて説明した．そして，学部卒業時の英語
力到達目標とそれに向けた今学期の学習プランについ
て，学生各自に設定させ，英語学習に取り組むモチベー
ションを高めることを試みた．二回目以降の授業につ
いては，セメスターを大きく三つに分け，第一部（第
2回～第 6回）と第三部（第11回～第14回）ではリー
ディング中心の授業を，第二部（第 7回～第10回）で
はグループプレゼンテーションの計画・準備・発表作
業を取り入れた授業を実施した．
　
【各回授業の内容】
　第 1回：イントロダクション
　　・ 授業形態の説明．学部卒業時の英語力到達目
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標とそれに向けた今学期の学習プランの設定
作業．
　第 2  回～第 6回：英文記事の内容確認＆ディス
カッション
　　・ クラス全体で英文記事の内容確認と関連ト
ピックについてのリスニング．
　　・ グループごとに関連トピックについてのディ
スカッション．
　第 7  回：中間試験＆グループプレゼンテーション
の計画立案
　　・ 筆記試験（リスニング問題を含む）の実施．
　　・ プレゼンテーションのグループの決定および
リーダーの選出．大まかなテーマと課題作成
に向けた計画の設定．
　第 8  ・ 9 回：グループプレゼンテーションの作成
作業
　　・ プレゼンテーションのポイントについての確
認．グループごとに，計画に基づき，課題作
成に取り組む．
　第10回：グループプレゼンテーション
　　・ クラス全体で発表会．発表会終了後，クラス
全体で振り返り作業を行う．
　第11 回～第14回：英文記事の内容確認＆ディス
カッション
　　・ クラス全体で英文記事の内容確認と関連ト
ピックについてのリスニング．
　　・ グループごとに関連トピックについてのディ
スカッション．
　第15回：学期末試験＆学びの振り返り
　　・筆記試験（リスニング問題を含む）の実施．
　　・学期の学びを振り返る．
【基本的な授業構成】
　①語彙力強化テスト
　②英語文献のアブストラクトの発表
　③英語文献の内容確認
　④ 関連トピックについてのディスカッション（リ
スニング）
そして，第一部と第三部では，学生に対してリーディ
ング教材を精読してくることを事前課題として取り組
ませた上で，授業内では英文全体の構成などを把握し
た後で，アブストラクトを作成・修正させたり，特に
分かりにくい箇所については，文構造などの細かな解
説を行ったりした．また，リーディング教材のトピッ
クついては，セメスター前半の第一部ではクリティカ
ル・シンキングやプロジェクト・マネージメント，エッ
セイの書き方など，アカデミック・スキルと関連する
トピックを取り上げ，研究活動を遂行する際に必須で
ある技能について学べるよう工夫を施した．一方，セ
メスター後半の第三部では，海外メディアの英文記事
を教材として使用し，授業を通して世界の情勢を把握
したり，生命倫理など，研究者として身につけておく
べき能力について育成したりできる機会を提供するよ
うに努めた．なお，主体的・協調的な姿勢の育成を意
識し，ディスカッションだけでなく，英語文献の内容
確認などの作業についても，ペアワークやグループ
ワークを基本とした．
3.2　新授業プランの改善効果
3.1節では新たに設計し直した授業プランの概要に
ついて提示した．筆者はこの授業プランを，今年度春
セメスターに自身が担当した英語A1の授業（農学部
の一クラスと工学部の二クラス）で実施した．
新授業プランの改善効果について，自身が前年度担
当したクラスと単純に比較することはできないが，今
年度使用したリーディング教材のレベルは，前年度の
ものとほぼ変わらない．また，中間試験および学期末
試験におけるリーディング問題の出題方法について
も，基本的には前年度のものを踏襲し，英文和訳や和
文英訳，英文内容をまとめさせるといった，従来型の
設問を中心に出題した．これらを考慮した上で，前年
度と今年度における試験の出来を比べてみると，昨年
度の授業では今年度に比べ，授業内で各英文の構造や
内容をより細かく確認していたにもかかわらず，両者
の間にあまり大きな差は見られなかった．
その一方で，プレゼンテーションの振り返りやセメ
スター全体の振り返りの際の学生のコメントなどを見
返してみると，以前の自身のリーディング授業に対し
て寄せられていた不満などは見受けられず，今回の新
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授業プランに対しても，肯定的な意見が多かったよう
に思われる．以下は，そのコメントの一部である．
　
・ 「普段あまり人と話す時にアイディアを出せな
いことが多かったが，今回は積極的にアイディ
アを出したり，人の意見を尊重したりと，人と
協力して一つのことをやり遂げる大切さを改め
て感じた．」
・ 「人前で，それも英語で話すのは緊張した．反
省点はあるが，達成感は感じることができたの
で良かった．またプレゼンテーションをする機
会があれば，今回の反省を生かしていきたい．」
・ 「まだまだ反省点はいっぱいあるが．専門科目
の勉強も大変だが，英語の勉強をもっとして，
強化したい．」
これらのコメントから，この授業を通して，英語学
習に対するモチベーションが高まっただけでなく，自
身の考えを伝えるという主体性や，周りの人と関係を
構築していくための協調性などについて，その重要性
を改めて考えさせられた学生もいたということが読み
取れる．また，プレゼンテーションの準備に限らず，
普段の授業においても，ペアないしグループごとに英
語文献の内容確認作業などを行わせたが，その際には，
英語の得意な学生が，苦手な学生に対して熱心に教え
ているといった光景を度々目にすることができた．
このことから，現時点で新授業プランが学生の英語
力を効果的・効率的に向上させるのに有効であるのか
どうかは結論付けることができないものの，主体性や
協調性，英語を学ぶことの重要性などについて考える
機会を提供し，学生に対してより良い影響を与えられ
たという点では，一定の成果が認められたと言えるの
ではないだろうか．そして，大学に入学した後のでき
るだけ早い段階で，将来の研究活動を見据えた教材・
カリキュラムを提供することで，学生が研究活動によ
りスムーズに着手できるようになるだけでなく，英語
学習に対するモチベーションアップにもつながり，こ
れまでに開発されてきている様々なカリキュラムや教
材についても，その効果を最大限に発揮させることに
つながるのではないかと考えられる．
3.3　新授業プランの課題
新授業プランを今年度春セメスターで実際に運用し
ていく中で，いくつかの課題も明らかになった．以下
では三点に絞り指摘したい．
まず，第一の課題としては，他の英語科目との違いが
不明確であるということが挙げられる．今回の授業改善
では具体的に，英語の文献を読み込むことに留まらず，
それを基にエッセイを作成したり，関連するトピックに
ついてディスカッションを行ったりするといった融合的
な授業を展開した．その結果，エッセイやプレゼンテー
ションなどの活動を通して，英語の四技能を高めること
を目的としている英語Bとの間で，内容が部分的に重
なってしまい，両者の違いが分かりにくくなるという事
態が生じた．したがって，より少人数で実施される英語
Bでは，ディスカッションやプレゼンテーションに関す
るさらに細かい指導であったり，エッセイの指導の際に
もより丁寧なフィードバックを行ったりするなど，技能
面の指導により重きを置いた授業を展開する必要があ
る．そして，両者の棲み分けを明らかにした上で，科目
間でより連携のとれたカリキュラムにしていかなければ
ならないと考えられる．
次に，第二の課題としては，実施するクラスおよび
グループ間で，学習内容や作業の進み具合，成果物の
出来などに関して差が生じてしまうということが挙げ
られる．新授業プランでは基本的にアクティブラーニ
ングの考えを採用しているが，授業に積極的に参加す
る学生にとっては大きな効果が得られる一方で，モチ
ベーションが上がらない学生への対応や，他者とのコ
ミュニケーションを伴う活動がそもそも苦手な学生に
対する配慮については，今後さらに検討していく余地
があると思われる．
そして最後に，三つ目の課題としては，グループワー
クなどの活動における個人の貢献度や学習成果を厳密
に評価するのが難しいということがある．今回授業を
実施するにあたっては，成績評価方法を以下のように
設定した．
【成績評価方法】
　以下の項目について，総合的に評価する．
　　①平常点：50%
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　　②中間試験：20%
　　③学期末試験：30%
また，全体の50パーセントを占める平常点の内訳は，
語彙力強化テストの成績が20パーセント，エッセイと
グループプレゼンテーションの出来がそれぞれ15パー
セントとし，グループプレゼンテーションの成績につ
いては，グループ全員に対して同一の評価を与えるこ
ととした．今後はより客観的に個々の能力を評価して
いくことができるように，成績評価方法を改善してい
く必要があると思われる．
4 ．おわりに
本稿では，グローバル人材の育成という大学に課さ
れた使命と高度な専門教育への橋渡し役という教養教
育が担う役割を十分に考慮した上で実施した，英語
リーディング授業の改善に向けた取り組みについて，
その成果と実践の一部を報告した．
先に述べたように，今日，英語教育を取り巻く環境
は極めて厳しい状況にあり，限られた資源（人・時間・
予算）の中で，いかにして学生の実践的英語運用能力
を効果的・効率的に発展させていくことができるのか
が強く求められている．本学にはすでに，「多読」を
用いたリーディング授業など，一定の成果を上げてい
る授業プランが存在している．今後，本学でも全学共
通英語科目のカリキュラム再編など，様々な課題につ
いて本格的に議論されることになるが，その際，本事
業で提案・実践した，研究活動と深く関連付けた授業
プランも，授業改善モデルの一つの選択肢になり得る
よう，さらなる改善を図っていきたい．
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